
（別紙３）

～ 令和７年　１月　31日

（対象者数） 48名 （回答者数） 35名

～ 令和７年　2月　14日

（対象者数） 9名 （回答者数） 7名

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

・外部研修に積極的に参加し、内部研修をていねいに行い、

職員の専門性の向上を図る。

・プレハブ仮校舎ではあるが、できる限り防音対策など、音

環境を整えるように努める。

2

・保護者懇談等の保護者同士の交流については、ニーズを掘

り下げ、そのやり方等も再度見直し、充実を図る。　　　・

行事などでの取り組みも含め、兄弟支援、家族支援の幅を拡

げる。

・個別指導、グループ指導など、利用児に複数の職員が関わ

るため、意識的に情報共有をはかる。

○事業所名 福祉型児童発達支援センター　千葉市療育センター　やまびこルーム

○保護者評価実施期間
令和7年1月17日

○保護者評価有効回答数

令和７年　２月　10日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
令和７年　3月　10日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

・県内唯一の難聴乳幼児を対象とした児童発達支援センター

であること（専門性が高い）

・お子様の状況を個別指導、グループ指導の複数の観点から

評価し、保護者のニーズを確認した上で、個別支援計画を作

成し、それに基づき、難聴児療育（聴力検査、補聴器調整、

環境整備等を含めて）を実践している。

・保護者からのも「共感的に支援されている」と評価された

保護者支援の手厚さ

・保護者の話をよく聞き、お子様の状況について共有し、助言を行っ

ている。

・保護者のニーズに沿った情報提供を心がけている。保護者セミナー

を毎月開催し、必要と思われる情報提供をしている。また、保護者懇

談や、個々の利用者同士のセッティングなど、難聴児の数が少ないか

らこそ、その保護者同士の交流を大切にしている。　　　　・共働き

家庭が療育に参加しやすいように2ヶ月前の日程調整、振替対応など

を行っている。

事業所における自己評価総括表公表



3

・引き続き、園にご迷惑がかからないよう留意しながら、訪

問、電話等で、併行通園しているお子様の情報を共有し、環

境整備を含め、地域集団の中での配慮等についての理解を求

めていく。

・公開療育の内容の充実を図り、利用児の関係先だけでな

く、地域における難聴理解の拡がりに努める。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

・難聴児療育における知識、スキルを全職員で共有し、差が

ないように努めていく。

・誰でもわかるようにマニュアル化を行う。

2

・連携している県内の聾学校乳幼児教育相談の見学や研修に

参加したり、他県の難聴児を対象とした児童発達支援セン

ターの見学や研修会に参加するなど、他施設の取り組み、状

況を知る機会を積極的に活用する。

・自施設の課題を知り、それに向き合う.

3

・グループ活動の選択肢（日程）を増やし、少人数であって

も、こども同士、保護者同士の交流の場を設ける。

・土日の行事や、Zoomを利用した保護者セミナー、テーマ

別保護者懇談など、保護者が参加しやすい活動を企画する。

・併行通園のため、利用頻度が少ない。そのため、療育の中

で積み重ねていくことが難しい。こども同士、保護者同士の

つながりが作りにくい。

・共働き家庭が多く、保護者が仕事を休んで、療育に連れて

こられる回数が限られている。限られた回数の中では、個別

指導が優先となり、グループへ活動の継続的な参加が難し

い。

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

職員の異動等で難聴児療育の経験が積み重ねにくい。 ・難聴児療育歴が浅い（３年程度）職員がほとんどである。

・県内唯一の難聴児を対象とした児童発達支援センターであ

るが故に、他施設と競合することがない。変革（より向上す

ることも含め）の視点が弱い。

・他施設を知らないため、自施設の課題、問題点に気づけな

い。

・利用児が併行通園している幼稚園・保育園、また医療機関

などの関係機関との連携をていねいに行っている。

・併行通園先の幼稚園・保育園等関係機関とこまめに連絡をとり、

（年度はじめ、おわりだけでなく、何か気になることがあった時な

ど）情報共有ができる関係性を築いている

・関係機関との連携は個々の利用者や園の状況に合わせて、具体的に

行っている

・公開療育を毎年実施し、聴覚障害の啓もうに努めている。


